
コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方 

 

当社は、「品質第一主義」に基づき、お客様、株主、社員をはじめとする様々なス

テークホルダーの期待にお応えするため、企業理念「コーヒーを究めよう。お客様

を見つめよう。そして、心にゆたかさをもたらすコーヒー文化を築いていこう。」を

掲げ、常にコーヒーのおいしさを創造し、人々の心を満たし続けることを使命とし、

企業価値の向上に努めております。 

 また、コーヒーのバリューチェーンを担う企業として、コーヒーの未来と持続可

能な社会の実現に貢献していく所存であります。創業以来、長年にわたり積み重ね

てきた知恵や技術等を活かし、コーヒー生産国と消費国における社会課題解決に取

組み、サステナビリティを実現してまいります。 そのためには、コーポレートガバ

ナンスの一層の強化が不可欠であり、経営の透明性を確保しながら、支援、支持を

得続ける体制の確立に取組み続けます。  

当社は、監査等委員会設置会社として、４名の監査等委員である取締役がモニタ

リング機能を重視することで、経営の健全性の維持、強化を図るとともに、取締役

会を中心とした当社にふさわしいコーポレートガバナンス体制を構築しておりま

す。 具体的には、取締役会を中心とした意思決定プロセスでの審議を充実させるた

め、執行役員制度の導入で経営と業務執行を分離させ、業務執行会議を設置すると

ともに、「組織規程」、「職務分掌規程」、「職務権限規程」の社内規程により各部門の

役割分担および責任と権限を明確にすることで、経営環境の変化に迅速な対応を行

える体制を確立しております。  

グループ関係会社に関しましては、グループ各社の主体性を重視しつつ、重要案

件につきましては、当社において制定した「関係会社管理規程」の定めに従い、当

社の承認または協議のうえ実施する体制としております。 
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